
1. はじめに	

	 ジョギングは初心者でも取り組めるスポーツで

あり、日本のジョギング人口も 2012 年に 1000 万

人を突破した。しかし、その中には膝の痛みをかか

え挫折する人が少なくない。原因は、フォームの乱

れによる靭帯への負荷と疲労にある[1]。我々は、楽

に長く走りたいランナーと指導者を対象に姿勢角

と膝負荷をリアルタイムに分析し、適切なアドバ

イスを行うシステムを提供する。	

2.	 概要	

	 本システムは、3軸加速度センサとスマートフォ

ンを利用する。両膝と背中に小型の 3 軸加速度セ

ンサを、胸部に心拍計を取り付け Bluetooth でス

マートフォンと接続する。膝や姿勢の状態を収集・

分析、心拍数から運動強度の計算を行う。リアルタ

イムにイラストとグラフで膝負荷や姿勢角を表示

し、アドバイスをテキスト及び音声でランナーに

伝える。システム構成図を図 1に示す。	

	

図 1.システム構成図	

3. 提供する機能	

3.1 ジョギングメニュー提案機能	

	 システムで提供されている標準メニューをベー

スに、ランナーの体力・長期的な目標をもとに一日

のジョギングメニューを作成する。	

3.2 ジョギング支援機能	

	 ジョギング中は、各センサからのデータを取得

し、膝負荷と姿勢角を分析[2]する。ランナーはジョ

ギング中に画面を見ることが困難なため、アドバ

イスなどの情報は音声で伝える。Apple	Watch によ

るバイブレーション通知にも対応する。画面上に

は詳細なグラフとイラストを表示する(図 2)。スマ

ートフォンを指導者が持ち、伴走することも可能

である。また取得した情報は、スマートフォンと

Web 上のデータベースに保存される。	

	 	 	 	

図 2.ジョギング中(姿勢)	 ジョギング中(膝)	

3.3	 ジョギングデータ分析機能	

	 ジョギング後は、データベースに保存した情報

をもとに、走行距離、速度はもちろん、膝負荷や姿

勢を見直すことが可能である。姿勢やペースの乱

れなどの傾向を確認し、走りの欠点を修正するこ

とができる。	

4. 評価	

	 ランナーにセンサを装着して予備実験を行った。

特に違和感を感じることなく走行でき、正確に膝

負荷を測定することができた。今後は、センサの最

適化を行い、より使い易いシステムを開発する。	

	 あなたもスマートフォンとともに風のようにか

けぬけていきませんか？	
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